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脳卒中の死亡数と死亡率の推移
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脳
卒
中

高
い
死
亡
率

脳
の
血
管
が
破
れ
た
り
詰
ま

っ
た
り
し
て
、
脳
の
機
能
に
障
害
が
出
る
脳
卒

中
。
鹿
児
島
県
は

「脳
卒
中
死
亡
率
」
が
毎
年
高
い
。
全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
り
、
■
９
９
５
年
以
降
は
４７
都
道
府
県
で
も
ほ
と
ん
ど
■
桁
の
順
位
。
九
州

で
は
１０
年
以
上
■
位
が
続
く
。
高
齢
者
が
要
介
護
や
寝
た
き
り
に
な
る
原
因
の

多
く
も
脳
卒
中
だ
。
生
活
習
慣
の
乱
れ
や
高
血
圧
、
糖
爪
病
、
脂
質
異
常
症
、

不
整
脈
な
ど
複
数
の
要
因
が
絡
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
な
ぜ
鹿
児
島
は
高
い
の

か
。
は
っ
き
り
し
た
理
由
は
分
か

っ
て
い
な
い
。
　
　

　
　

　

（清
水
裕
貴
）

本　　　　　　　的一時　　　　　　　叫一　　　　　　　　神

飲
酒
や
塩
分
要
因
か

脳
卒
中
死
亡
南
薩
地
域
高
い
傾
向

:1:鹿
児
島
県
内
の
脳
卒
中

死
亡
率
を
地
域
別
で
み
る

と
、
薩
摩
半
島
が
高
い
。特

に
海
岸
沿
い
の
南
薩
地
域

が
高
い
傾
向
に
あ
る
。
医

療
従
事
者
ら
は
高
血
圧
や

多
量
飲
酒
、
塩
分
摂
取
量

な
ど
を
挙
げ
る
が
、
明
確

な
答
え
は
出
て
い
な
い
。

日
本
脳
卒
中
協
会
の
松

岡
秀
樹
鹿
児
島
県
支
部
長

（４７
）
＝
鹿
児
島
医
療
セ
ン

タ
ー
脳

・
血
管
内
科
医
長

＝
は

「全
国
的
に
大
規
模

な
疫
学
調
査
が
必
要
」
と

す
る
が
、
個
人
情
報
保
護

の
壁
な
ど
も
あ
り
、
難
し

い
の
が
現
状
と
い
う
。

鹿
児
島
大
学
大
学
院
医

歯
学
総
合
研
究
科
の
大
石

充
教
授
（５‐
）
＝
心
臓
血
管

。
高
血
圧
内
科
学
分
野
＝

は
ま
ず
、飲
酒
を
挙
げ
る
。

「鹿
妃
島
は
■
人
当
た
り

の
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量
が

全
国
■
位
と
い
わ
れ
る
。

脳
出
血
が
多
い
の
も
、
ア

ル
コ
ー
ル
と
高
齢
化
が
大

き
い
」
。
他
県
に
比
べ
、
脳
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５‐
倍
を
推
移
す
る
。
都
道

府
県
別
で
み
て
も
９７
年
の

１０
位
以
外
は

、
２
０
■
■

年
の
４
位
を
は
じ
め
毎
年

５
～
７
位
。
■
年
は
受
療

率

（
人

ロ
ー０
万
人
当
た
り

の
推
計
入
院

・
外
来
思
者

数
）
も
全
国
で
２
番
目
に

多
か

っ
た
。
同
じ

三
人
生

活
習
慣
病
と
比

べ
て
も

、

国
内
で
の
１２
年
死
亡
率
は

が
ん
１３
位

、
心
臓
病
１４
位

に
対
し
、
脳
卒
中
は
７
位

だ

っ
た
。

世
８
罰
に
続
く
４

Ｑ
　
ズ
ー
ム

脳
卒
中

脳
血
管
疾
患
の
総
称
。
脳

の
血
管
が
破
れ
た
り
、
話
ま

っ
て
血
液
が
先
に
流
れ
な
か

っ
た
り
し
て
、
脳
細
胞
が
死

脳
卒
中
死
亡
率
が
鹿
児

島
よ
り
高
い
の
は
、
秋
田
、

た
。厚

生
労
働
省
や
鹿
児
島

県
に
よ
る
と

、
県
内
の
脳

傘
中
に
よ
る
死
亡
率

（
人

ロ
ー０
万
人
当
た
り
の
死
亡

者
数
）
は
こ
こ
２０
年
余
り
、

全
国
平
均
の
■
・
罷
～
■
・

出
血
の
比
率
が
高
い
と
い

う
。
ま
た
、
都
会
よ
り

″車

社
会
″
で
、
運
動
不
足
も
指

摘
。
偲
歳
時
の
体
重
と
比

較
し
て

「十
数
言
増
え
た

人
は
高
血
圧
に
な
る
危
険

性
が
２
～
３
倍
高
ま
る
」
。

塩
分
摂
取
量
や
濃
い
味

付
け
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
の

が
、
県
栄
養
士
会
の
立
川

保
子
顧
問
（
能
）
だ

。
「
刺

し
身
の
両
面
に
し
ょ
う
ゆ

を
つ
け
た
り
、
麺
類
の
汁

を
飲
み
千
す
の
は
よ
く
な

い
。
野
菜
を
毎
日
３
５
０

》
食
べ
て
、
み
そ
汁
は
具

だ
く
さ
ん
を
。
素
材
の
味

を
楽
し
ん
で
」
と
助
言
す

る
。
同
会
が
県
と
作
成
し

た

「減
塩
レ
シ
ピ
集
」
の

活
用
も
勧
め
る
。

岩
手
、
山
形
な
ど
東
北
地

方
。
鹿
妃
島
市
出
身
で
日

本
脳
卒
中
協
会
の
山
口
武

典

理
事

長

（
肥
）
＝

大

阪

滅
し
、
脳
機
能
に
障
害
が
出

る
。
が
ん
や
心
臓
病
と
と
も

に
三
人
生
活
習
慣
病
と
呼
ば

れ
る
。
人
口
動
態
統
計
に
よ

る
と
、
２
０
■
２
年
は
全
国

で
約
１２
万
■
６
０
０
人
が
死

亡
し
た
。
血
管
が
破
れ
る
脳

出
血
や
く
も
膜
下
出
血
、
話

ま
る
脳
梗
塞
に
分
か
れ
る
。

中
で
も
、
食
生
活
の
欧
米
化

や
高
齢
化
、
不
整
脈
の
増
加

な
ど
の
影
響
で
、
脳
梗
塞
患

者
が
増
え
て
い
る
。

府
、
国
立
循
環
器
病
研
究

セ
ン
タ
ー
名
誉
総
長
＝
は

脳
卒
中
が
多
い
地
域
に
つ

い
て
、
コ

般
的
な
考
え

方
と
し
て
、
塩
分
の
取
り

過
ぎ
、
酒
の
飲
み
過
ぎ
、

病
気

へ
の
無
関
心
な
ど
が

原

因

で
は
な

い
だ

ろ

う

か
」
と
し
て
い
る
。

松
千
鶴
美
技
術
補
佐
（５８
）

は

「良
い
生
活
習
慣
を
心

掛
け
て
ほ
し
い
。

一
人
で

も
発
症
を
減
ら
し
た
い
」

と
強
調
す
る
。

県
内
で
も
死
亡
率
が
高

い
枕
崎
市
で
は
２
年
前
か

ら
、
３
人

一
組
や
個
人
で

体
重
や
体
脂
肪
率
の
減
少

率
を
競
う

「ダ
イ

エ
ッ
ト

・
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
始
め

た
。
同
市
健
原
促
進
係
の

浜
田
真
実
保
健
師
（
４２
）
は

「市
民
の
元
気
と
幸
福
が

目
標
」
と
意
気
込
む
。

事
業
は
年
間
を
通
し
て

体
操
や
身
体
計
測
会
、
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ラ
ン
チ

試
食
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら

し
展
開
す
る
。
主
婦
鮫
島

清
子
さ
ん
（６９
）
は

「楽
し

く
参
加
で
き
て
、
健
原

ヘ

の
意
識
も
変
わ

っ
た
。
気

持
ち
の
持
ち
方
も
、
こ
れ

ま
で
と
は
違
う
」
。

日
置
市
で
は
、
２６
の
地

区
公
民
館
単
位
で
予
防
教

室
を
開
く
。
栄
養
士
ら
が

指
導
し
、
豆
腐
に
適
量
の

し
ょ
う
ゆ
を
か
け
る
体
験

や
ク
イ
ズ
で
食
生
活
を
再

確
認
す
る
。
朝

一
番
の
尿

を
取
り
、
測
定
器
で
前
日

の
食
塩
摂
取
量
も
測
る
。

‐５
日
は
、
同
市
吹
上
の

花
田
地
区
公
民
館
で
教
室

が
あ

っ
た
。
参
加
し
た
会

社
員
内
田
敏
秀
さ
ん
（
４３
）

は

「
日
頃
の
塩
分
量
を
実

感
で
き
た
。
体
験
し
て
み

な
い
と
分
か
ら
な
い
」
。

同
地
区
は
市
内
で
唯

一
、

特
定
健
診
受
診
率
が
２
年

連
続
８０
％
を
超
え
る
な
ど

住
民
の
意
識
が
高
い
。
井

之
上

正
人
館
長

（
能

）
は

「健
診
を
受
け
て
、
病
気

の
早
期
発
見
と
早
期
治
療

に

つ
な
げ

る

こ
と

が

大

事
」
と
話
し
た
。

曽
於
市
は

、
特
定
健
診

で

「
要
指
導
以
上
」
と
な

で っ
吐
揃
球
車
眸
能
勲
抑
難

施
す
る
。
こ
の
他
の
自
治

体
も
、
予
防

へ
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
取
り
組
む
。

県
内
で
脳
卒
中
を
減
ら

す
た
め
、
関
係
者
は
「若
い

こ
ろ
か
ら
の
予
防
と
健
診

が
重
要
。
病
気
が
疑
わ
れ

る
時
は
す
ぐ
に
医
療
機
関

受
診
を
」
と
訴
え
る
。
い
つ

ま
で
も
自
分
ら
し
く
元
気

に
過
ご
せ
る
よ
う
日
頃
か

ら
規
則
正
し
い
生
活
を
心

掛
け
た
い
。
（清
水
裕
貴
）

予
防
推
進

各
地
で
Ｉ
夫

鹿
児
島
県
は
、
脳
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中
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民
る

る
予
防
策
を
推
進
し
て
い

る
。
県
健
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若
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豆腐 にか けた しょうゆ をスポイ ドで取 る住

黒豚のマーマレー ド蒜
～ トマトフラワー添え

―

氏 ―

鹿妃島県栄養士会理事の立ィ三l白合

恵 さん (49)に、 10分で作れるヘルシ
ーな減塩料理 を紹介 してもらった。

【材料 =1人 分】黒豚 ロース50ク▽
ニンエク ■ク▽黒酢 5ミリ協、地酒 5
ミリ協、毘布だ し汁 35ミリ窃、マーマ レ

ー ド5ク (以上 A)▽ トウモロコン
20ク▽ニガ ウリ30ク▽ ミニ トマ ト70
ク▽ボイル用食塩 0.2ク▽ ソース用
食塩 0,4ク
【作り方】0熱湯が入った鍋にスラ
イスニンニクを入れ、肉を霜降りに
する0別の鍋に調味料Aと①の肉を
入れ、 5～ 6分煮込む0塩 0。 2クを
入れた熱湯でスライスしたニガウリ
とトウモロコンをさっとゆで水気を
切る。 トマトは好みの大きさに切る
O②のスープ大さじ■を取 り、塩
0。 4年を入れソースにする0肉と野
菜を器に盛り付け、④のソースを添
える
【栄養成分】 ヨニネ ,レギ単-250キロ挺▽
タンパク質 12.4ク▽脂質 10.8ク▽及
水化物 24_8ク▽食物繊維 3.7ク▽食
塩相当量 0,7ク
【コメン ト】郷上の食材を使い、季
節感や栄養素、香 り、彩 りなどを重
視しました。
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